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概  要 

 

交流インピーダンス法を利用した迅速・簡便な細胞活性測定法。電極チップ、

自動測定装置およびソフトウェアを開発し、多検体について溶液抵抗および電

荷移動抵抗の測定が可能である。酵母の測定においては、増殖にともなって溶

液抵抗が減少し、電荷移動抵抗が増加することが示され、細胞活性の測定に利

用できることが示された。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

蛍光・発光試薬等を用いる方法と比べて、特別な前処理を必要としない、細胞

に与えるダメージが小さい、高価な機器および試薬を必要としない等の優位性

がある。また、濁度を利用した方法と比べるとより短時間で活性測定ができる

可能性がある。 

本技術の 

有用性 

迅速・簡便に細胞活性が測定できれば、ノックアウト酵母や培養細胞等を用い

て、医薬品の評価や新規医薬品の探索等に利用することができると考えられ

る。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

左から、自動測定装置、電極チップの先端（50μm のライン&スペース）、酵

母の増殖に伴う電荷移動抵抗の変化    
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特別な前処理を必要としない、迅速・簡便な細胞活性測定 

交流インピーダンス法による細胞活性測定 


